　教員用　　学校組織・校務分掌を活用したＯＪＴ推進例
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　　　　　　※学年に所属しない教職員：７学年（小学校），４学年（中学校）



	◆部会の設定

学年に所属しない職員で構成する部会を組織し，部会設定の主旨や年間計画について全職員に提示する。

※児童生徒に関わる多様な職種の意見を，学校運営に反映させていくことをねらいとする。

※「水曜日に開催するので『水曜会』」等，親しみやすい名称にする。

※構成メンバーは，「校長，教頭，教務主任，養護教諭，栄養教諭（栄養士），事務職員，技師等」とする。（研究主任や生徒指導主事・主任），保健主事等を加えたりすることも可。）
◇部会の実施例
「水曜会」（50分構成，進行：教務主任）

①話題（テーマ）の確認

②話題（テーマ）に沿って，気付き，改善策，新たな取組等について意見交換（40分）

※全員が話せるように配慮する。

③話合いのまとめ（教務主任：5分）

④ワンポイントアドバイス（教頭：5分）

　次回の確認をして終了

■部会の生かし方
　　話合いのまとめを行うとともに，教育活動や学校運営に反映させる展望（年度内なのか次年度構想に向けてなのか）について，考えを校長・教頭に示す。

　　また，話合いの内容等について口頭や資料等で教職員にも伝える。
	◆校長・教頭へ：学年に所属しない職員（養護教諭・栄養教諭（栄養士）・事務職員・技師等）による部会の組織づくり及びテーマの設定等について相談する。

◆校長へ：学年に所属しない職員への声掛け及び部会のねらい等を説明する機会について相談する。併せて，全教職員への周知についても相談する。
◇校長・教頭へ：話題や意見交換の内容について指導・助言をもらう。

◇教頭へ：ワンポイントアドバイスを依頼する。

■校長・教頭へ：話合いのまとめの提示，全教職員への周知の方法等について相談する。


学年に所属しない職員による部会を組織し，多様な視点から討議することで，学校運営に積極的に関わる７学年を育てる『教務主任』





左:推進例　と　右：働き掛け　は　◆◇■等の印で対応





教務主任１





活用できるセンター研修・訪問研修等





【基本的な研修１】　　・養護教諭研修　　・栄養教諭研修


【基本的な研修３】　　・教務主任研修　　・栄養教諭･学校栄養職員研修　


・学校事務職員研修　　・食物アレルギー研修


【その他の研修】　　　・学校用務職員グループ研修　　・学校職員（用務等）　　


　　　　　　　　　　　・学校職員（用務等）研修









